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物
流
業
界
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
働

き
方
改
革
と
し
て
、
罰
則
付
き

の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
始
ま
る
。

労
働
環
境
が
改
善
さ
れ
、
人
材
確
保
に

つ
な
が
る
。
一
方
で
は
片
道
の
輸
送
で

４
時
間
以
上
を
要
す
る
場
合
に
中
継
拠

点
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

業
界
は
、
安
全
・
迅
速
・
正
確
な
運
行

計
画
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

施
設
建
設
や
車
輛
の
駐
車
場
と
幹
線
道

路
の
再
整
備
が
必
要
と
な
る
。　

　

そ
こ
で
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
物
流
業
界
へ
の
燃
料
高
騰
に
対
す
る

支
援
は
。

⑵
国
道
38
号
線
の
２
カ
所
の
危
険
個
所

の
改
善
を
強
く
求
め
る
べ
き
で
は
。

⑶
町
内
工
業
団
地
の
土
地
利
用
状
況
は
。

⑷
企
業
誘
致
に
必
要
な
工
業
団
地
を
国

道
38
号
線
沿
い
に
新
設
す
べ
き
。

 

町　

長 

⑴
原
油
や
食
料
、
飼
料
、
肥
料
原
料
や

半
導
体
材
料
等
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

原
材
料
を
輸
入
で
賄
っ
て
い
る
我
が
国

に
お
い
て
、
原
油
価
格
の
高
騰
は
、
運

送
業
の
み
な
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
産
業

や
家
計
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。
国
は
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
価
格

を
抑
え
る
た
め
、
石
油
元
売
り
会
社
に

対
す
る
補
助
金
を
段
階
的
に
引
き
上
げ

を
行
っ
て
い
る
が
、
今
日
の
燃
料
高
騰

の
影
響
は
、
全
産
業
全
国
民
に
及
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
国
が
責
任
を
持
っ
て

対
応
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

⑵
国
道
38
号
の
止
若
橋
お
よ
び
そ
の
東

側
の
道
道
幕
別
大
樹
線
の
交
差
点
は
、

昭
和
30
年
に
橋
梁
が
架
設
さ
れ
、
幅
員

が
狭
く
老
朽
化
し
て
お
り
、
交
差
点
も

急
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
い
る
。
幕
別
跨
線

橋
は
、
勾
配
が
急
な
た
め
、
冬
期
間
は

非
常
に
危
険
な
状
態
で
あ
り
、
町
と
し

て
も
改
善
が
必
要
な
場
所
と
し
て
認
識

し
て
い
る
。

　

現
在
、
国
で
は
国
道
38
号
の
整
備
に

つ
い
て
、
令
和
６
年
に
開
通
予
定
の
道

東
自
動
車
道
の
阿
寒
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
釧
路
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

開
通
後
に
、
そ
の
後
の
交
通
量
を
見
極

め
た
上
で
、
道
路
整
備
に
つ
い
て
検
討

す
る
予
定
で
、
町
と
し
て
は
、
バ
イ
パ

ス
整
備
の
要
否
に
関
係
な
く
、
現
道
の

止
若
橋
の
改
修
や
幕
別
跨
線
橋
の
勾
配

緩
和
が
必
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

早
期
実
施
に
向
け
本
年
度
か
ら
整
備
手

法
な
ど
開
発
局
と
意
見
交
換
を
行
い
、

国
道
38
号
の
安
全
で
円
滑
な
交
通
の
確

保
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

⑶
現
在
、
明
野
工
業
団
地
は
全
て
売
却

済
で
あ
り
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
幕
別
地
区

は
約
27
・
８
ha
、
札
内
東
工
業
団
地
が

約
16
・
７
ha
が
売
却
済
で
、
３
地
区
の

合
計
の
売
却
面
積
は
約
73
・
４
ha
、
売

却
率
は
93
・
６
％
で
あ
る
。
残
地
の
約

５
ha
は
、
太
陽
光
発
電
用
地
と
し
て
約

３
ha
、
一
時
使
用
地
と
し
て
約
１
・
２

ha
を
貸
し
付
け
し
て
い
る
た
め
、
現
在
、

直
ち
に
販
売
可
能
な
面
積
は
、
リ
バ
ー

サ
イ
ド
幕
別
地
区
の
１
区
画
約
０
・
６

ha
と
札
内
東
工
業
団
地
の
４
区
画
約

０
・
２
ha
の
合
計
５
区
画
約
０
・
８
ha
で

あ
る
。

⑷
都
市
計
画
区
域
内
に
お
け
る
国
道
38

号
沿
道
の
土
地
利
用
は
、
幕
別
市
街
地
、

札
内
市
街
地
以
外
は
市
街
化
調
整
区
域

の
た
め
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
工
業

団
地
を
新
設
す
る
に
は
、
市
街
化
調
整

区
域
を
工
業
系
の
用
途
地
域
と
し
て
市

街
化
区
域
に
編
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

市
街
化
区
域
編
入
は
、
北
海
道
が
決

定
す
る
都
市
計
画
で
あ
り
、
産
業
活
動

の
将
来
の
見
通
し
を
「
工
業
フ
レ
ー
ム

方
式
」
に
よ
り
判
断
す
る
こ
と
と
な
り
、

令
和
12
年
度
に
お
け
る
製
造
業
の
必
要

敷
地
面
積
を
算
出
す
る
と
、
現
状
の
工

業
系
用
途
地
域
の
面
積
は
必
要
敷
地
面

積
よ
り
約
82
㏊
多
い
結
果
と
な
り
、
現

状
で
は
工
業
団
地
の
新
設
は
困
難
な
状

況
で
あ
る
。

　

国
道
38
号
沿
道
の
土
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
優
良
農
地
を
保
全
し
つ
つ
も
、

産
業
の
需
要
動
向
に
対
応
し
た
新
た
な

土
地
利
用
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
必
要

に
応
じ
て
農
業
と
の
調
整
を
行
っ
た
上

で
、
個
別
に
開
発
許
可
制
度
の
活
用
な

ど
を
検
討
し
、
適
切
な
土
地
利
用
を
図

れ
る
よ
う
努
め
る
。

問
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答問
工
業
団
地
新
設
は
現
状
困
難
だ
が
、
産
業
需
要

に
対
応
し
適
切
な
土
地
利
用
に
努
め
る

十
勝
物
流
拠
点
化
構
想
に
つ
い
て

幕別跨線橋 

　


